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2026年 11月 12日(木) 

報道各位 
 

30歳以下の若手がアイデアを競う、第 7回「ACCヤングコンペ 」 
藪 優果さん（電通）、高木 大地さん（電通）、下田 啓太さん（電通）が企画した 

「日本咲け」がグランプリに決定！ 
～特別協力「能登の酒を止めるな！」プロジェクト  

「日本の酒文化を存続させるためのアイデア」に U30から応募総数 252件～ 
 

一般社団法人 ACC（英文名：All Japan Confederation of Creativity、東京都港区、理事長：小郷 三朗)
は、30歳以下の若手を対象としたプログラム、第 7回「ACC YOUNG CREATIVITY COMPETITION（ACC
ヤングコンペ）」の最終審査となる公開プレゼンテーションを 2026年 11月 11日（水）に行い、藪 優果
さん（電通）、高木 大地さん（電通）、下田 啓太さん（電通）が、グランプリに決定したことをお知らせ
します。 
 
※応募タイトルや企画概要は、受賞者からの応募内容の通りに記載しております。 

 
■第 7 回「ACC YOUNG CREATIVITY COMPETITION 」受賞者一覧 
https://www.acc-cm.or.jp/competition/young_vol.7/ 

グランプリ 「日本咲け」 

 
第 7回となる本年度は、「縮小する飲酒文化の中で、日本の酒文化をいかに存続させるか」をテーマ

に、「能登の酒を止めるな！」プロジェクトの協力のもと実施し、応募総数は 252件となりました。 
最終審査会には、2 次審査を通過した 5 チーム・11名が参加し、プレゼンテーションでの企画説明およ

び質疑応答による審査が行われ、グランプリ、準グランプリがそれぞれ選出されました。 
なお、グランプリ受賞アイデアは、今後、「能登の酒を止めるな！」プロジェクトにおいて実施の検討が

行われる予定です。 
 
 

https://www.acc-cm.or.jp/competition/young_vol.7/
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また、最終審査（プレゼンテーションおよび質疑応答）の内容を収録した映像は、ACC 公式 YouTube

チャンネルにて 12 月上旬頃公開予定です。 
■ACC 公式 YouTube チャンネル：URL：https://www.youtube.com/@ACC_creative 

 
 
【タイトル／受賞者】 ※敬称略 
各賞および、受賞者については以下の通りです。 

 
■グランプリ 
タイトル：日本咲け 
受賞者 ：藪 優果（電通）、高木 大地（電通）、下田 啓太（電通） 
企画説明：日本酒で、日本勝利の願掛けを！ 

今や日本中が大熱狂するスポーツの国際試合で、 
日本酒をスターにするアイデアです。  

 
■準グランプリ 
タイトル：留学の仕込み 
受賞者 ：石原 滉士（ジェイアール東日本企画）、 

福井 萌（オズマピーアール） 
 企画説明：海外に出て初めて気づく、日本文化を知らない自分。 

「留学の仕込み」は、酒蔵を中心とした文化体験を通じて、 
留学前に日本を語る力を育む旅プログラムです。 

 
■ファイナリスト ※応募順 
タイトル：SAKE PICTO 
受賞者 ：藤井 崇裕（東急エージェンシー）、川越 万由（TOPPAN） 
企画説明：日本のお酒なのに、日本人もうまく言葉で伝えられない。 

そんな日本酒の特徴や楽しみ方を、銘柄・蔵を越えて共通の 
ピクトグラムで表現します。 

 
タイトル：聞き酒ラベル 
受賞者 ：香月 彩希（電通デジタル） 
企画説明：酒評価の説明文としてはカスだけど、でもわかりやすい。 

そんな素人ならではの素直な感想を日本酒のラベルにする 
アイディア。  

 
タイトル：おちょこ場（Ochoko-Bar） 
受賞者 ：福澤 佑哉（電通）、鈴木 創大（電通）、近藤 和弘（電通） 
企画説明：小さなおちょこが、何度も「どうぞ」を生む。 

注ぎ合うたび、言葉の壁を越えて人がつながり、 
日本酒文化が世界へ広がる。 

https://www.youtube.com/@ACC_creative
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第 7回「ACC YOUNG CREATIVITY COMPETITION」では、審査委員長の坊垣 佳奈氏（マクアケ／共同

創業者、Xinobi AI／非常勤取締役、品川女子学院／顧問、サツドラホールディングス／社外取締役）をは
じめ、「能登の酒を止めるな！」プロジェクトのカワナ アキ氏（camo／代表取締役）など計 8名が審査を
行いました。 

 
■審査委員 ※敬称略 
＜審査委員長＞ 
・坊垣 佳奈 （マクアケ／共同創業者、Xinobi AI／非常勤取締役、品川女子学院／顧問、 

サツドラホールディングス／社外取締役） 
 
＜審査委員＞  
・井川 沙紀 （インフロレッセンス／代表取締役） 
・カワナ アキ（camo／代表取締役） 
・中村 直史 （五島列島なかむらただし社／クリエーティブディレクター、コピーライター） 
・中村 洋基 （PARTY FUND／代表パートナー） 
・長谷川 輝波（電通／zero クリエーティブディレクター・コピーライター） 
・古川 真希 （みずほ銀行／事業共創部 次長） 
・吉川 絵美 （Across Ventures／Founder & CEO） 
 
その他、本件の詳細は、ACCホームページにてご覧ください。 
 https://www.acc-cm.or.jp/competition/young_vol.7/ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ACC概要】 
ACCは、よい CMの制作と放送の実現に寄与することを目的として、1960年に活動を開始。 
広告主・広告会社・制作会社・メディアの 4 業種のメンバーを中心に構成され、業種の枠を超え、 
グローバルな視点から日本のクリエイティビティの発展に貢献すべく活動しています。 
 

本件に関するお問い合わせ 
〒105-0003 東京都港区西新橋 2-4-2 西新橋安田ユニオンビル 6F 

TEL：03-3500-3261  FAX：03-3500-3263 URL：https://www.acc-cm.or.jp 
一般社団法人 ACC  担当：平川 

https://www.acc-cm.or.jp/competition/young_vol.7/
https://www.acc-cm.or.jp/

